
【指導のねらい】 

  具体例を加えて自分の考えが伝わる文章になるように工夫して書くことができるようにする。 

【学習指導要領における内容(領域)】 

 ［第２学年］思考力、判断力、表現力等 Ｂ 書くこと 

  ウ 根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり、表現の効果を考えて描写したりするなど、自分

の考えが伝わるように工夫すること。 

令和５年度「力を試そう 富山県オリジナル問題」問題活用の参考資料 

 中学校国語「自分の考えが伝わる文章になるように、工夫して書こう」 

問題番号１三の趣旨を生かした授業展開例 

 

 

 

 

※ 学習場面の設定 

  紹介する授業展開例は、前時までに以下の内容で学習を進めてきたことを想定して作成しています。 

①  総合的な学習の時間に「北町商店街の活性化を目指して」というテーマで探究活動を行っており、 

その一環として、商店街の祭に参加し、クラスで企画した活動を行った。 

② 国語科の学習として、手紙や電子メールを書き、相手や媒体を考慮した書き方や内容を考えること 

とした。 

※ 田中さんの学習の流れ 

田中さんは、お世話になった商店街会長の山口さんに礼状を書いている。授業で学習した手紙の書き方

等を踏まえ、前時に礼状の下書きを書き終えている。次に、自分の気持ちをよりよく伝えるためにはどの

ように工夫すればよいか考えたいと思っている。 

 

１ 本時の自分の課題を明らかにした上で、学習に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 他の人に意見を聞くときは、検討してもらいたい点を伝え、自分が書いた礼状を読んでもら

うといいですね。 

 礼状の下書きを書きましたが、これでは、山口さんに感謝の気持ちがあまり伝わらないの

ではないかと思っています。今日の私の課題は、自分の感謝の気持ちが伝わる文章になるよ

うに、どのように工夫すればよいか考えることです。友達に礼状を読んでもらって、意見を

聞きたいと思います。 

田中さん 

★ポイント★ 

 生徒一人一人が本時で身に付ける力を意識できるようにすることや、一人一人の特性や学習進度、

学習到達度等に応じた指導方法や教材等を工夫することが大切です。また、生徒の興味・関心を生か

した自主的、自発的な学習を進めることができるよう、生徒が自ら学習課題や学習活動を選択する機

会を設けることが大切です。 

  

 意見をもらいたいことがあります。山口さんに感謝の気持ちがよりよく伝わる文章にした

いと思っています。どのように工夫するとよいか教えてほしいです。 
田中さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 今日の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 なるほど。経験したことや出来事について具体例を書き加えたり、自分の感じたことや考えた

ことを書いたりするといいんだね。活動記録ノートの感想欄を見直してみよう。 

 印象に残っているのは、

お客さんやお店の方々とた

くさん話すことができたこ

とかな。 

普段あまり交流のない地

域の人たちと仲良くなり、

自分もこの地域の一員なの

だと実感したことについて

も書こうかな。 

今日の授業で、自分の課題について学んだことを振り返りましょう。 

 私は、感謝の気持ちを伝えるために、どのようなことに感謝しているのかが分かるように、

経験したことや出来事等、根拠となるような具体例を加えるといいということが分かりまし

た。また、そのときに感じたことや考えたことを具体的に書くことで、自分の気持ちをよりよ

く伝えることができると分かりました。 

 「大変お世話になり、ありがとうございまし

た。」と書いてあるね。お世話になったことと

は、どんなことだろう。 

田中さんは、実行委員として一生懸命に取

り組んでいたよね。取り組んだことについて、

もっと具体的に書くと、感謝の気持ちが伝わ

るんじゃないかな。 

 そうだね。「貴重な経験ができました。」と書

いてあるけれど、どんな経験をしたのかな。 

経験したことや出来事等について、印象に残

っていることを具体例として書いたらいいと

思うな。 

 経験したことや出来事等について、田中さん

が感じたことや考えたことを書くと、さらに気

持ちが伝わると思うよ。 

【
田
中
さ
ん
が
書
い
た
山
口
さ
ん
へ
の
礼
状
（
下
書
き
）】 

【
田
中
さ
ん
の
活
動
記
録
ノ
ー
ト
の
感
想
欄
】 

田中さん 

田中さん 

田中さん 

★ポイント★ 

 書く活動では、伝えたいことを明確にした上で、具体的な表現の工夫を意識させることが大切です。説

明や具体例を加えるとは、説得力を増すために、考えや意見の根拠となることを具体的に記述することで

す。具体例を加える、表現の効果を考えて描写するなどの工夫を積み重ねて、自分の考えがよりよく伝わ

るようにすることが重要です。 
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大
通
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色
に
色
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て
お
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ま
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山
口
様
に
は
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
、
学
習
発
表
会
に
向
け
て
、

こ
れ
ま
で
の
学
習
の
成
果
を
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。  

さ
て
、先
日
の
「
紅
葉
祭
」
で
は
、大
変
お
世
話
に
な
り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
日
間
、一
緒
に
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
、貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。 

私
は
、
こ
の
先
も
私
た
ち
の
町
が
元
気
に
な
る
よ
う
に
、
地
域
の
一
員
と
し
て
、
行
事

等
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

学
習
発
表
会
の
案
内
を
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封
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た
。
山
口
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ん
が
い
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ゃ
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。 

時
節
柄
、風
邪
な
ど
引
か
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。  
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十
一
月
三
日
（
金
・祝
） 

商
店
街
の
皆
さ
ん
が
歓
迎
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
会
長
の
山

口
さ
ん
は
、
若
い
世
代
が
地
域
の
行
事
に
関
心
を
も
つ
こ

と
が
、
大
切
だ
と
話
し
て
お
ら
れ
た
。
私
も
忙
し
く
て
地

域
の
こ
と
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
と

感
じ
た
。 

「
お
店
マ
ッ
プ
」
を
商
店
街
の
入
口
で
配
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
お
店
の
よ
い
と
こ
ろ
を
取
材
し
て
ま
と
め
た
の
で
、分
か

り
や
す
い
と
お
客
さ
ん
に
好
評
だ
っ
た
。
み
ん
な
で
協
力

し
て
工
夫
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
、嬉
し
か
っ
た
。 

 

十
一
月
四
日(

土) 

私
た
ち
の
緊
張
も
解
け
て
、
お
客
さ
ん
や
お
店
の
方
々
と

も
た
く
さ
ん
話
す
こ
と
が
で
き
た
。
普
段
あ
ま
り
交
流
の

な
い
地
域
の
人
た
ち
と
仲
良
く
な
り
、
自
分
も
こ
の
地
域

の
一
員
な
の
だ
と
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
の
シ
ー
ト
や
賞
品
が
な
く
な
っ
た
の

で
、
予
定
よ
り
早
く
、
お
昼
過
ぎ
で
終
了
し
た
。
友
達
同

士
や
親
子
で
挑
戦
し
て
い
る
人
た
ち
も
た
く
さ
ん
い
て
、

み
ん
な
の
笑
顔
が
み
ら
れ
た
。
準
備
は
大
変
だ
っ
た
け
れ

ど
、達
成
感
が
あ
っ
た
。 

山
口
さ
ん
が
、
学
習
発
表
会
を
見
に
行
く
と
言
っ
て
く
だ

さ
っ
た
。学
習
の
成
果
を
し
っ
か
り
ま
と
め
て
い
き
た
い
。 
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参考：令和３年度 全国学力・学習状況調査 報告書 中学校 国語 P41～P51 
   令和５年度 全国学力・学習状況調査 報告書 中学校 国語 P48～P60 


